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(57)【要約】

【課題】ポッド推進船において、船尾での水流の剥離を

無くし、推進抵抗を少なくした船尾構造を提供する。

【解決手段】ポッド推進船において、ポッド推進装置の

前方における船尾垂線部の船尾フレームを、中央部が幅

の狭い垂直部１であり、喫水線ｄの下部において垂直部

１から左右に水平に張り出した浮力部２をもつ形状にし

、かつ浮力部２が、船尾から船体中央側に向かうにつれ

て船底に近づくように傾斜させている。喫水線ｄより下

側に、ほぼ水平な浮力部２を持たせることで、ポッド推

進装置関連の重量物を支える浮力を確保しつつ、プロペ

ラ前方に位置する垂直部１を細くしたことにより、船尾

での水流の変化を少なくして剥離の発生を無くした。こ

の結果、推進抵抗を小さくし針路も安定させることがで

きる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 ポ ッ ド 推 進 船 に お い て 、 ポ ッ ド 推 進 装 置 の 前 方 に お け る 船 尾 垂 線 部 の 船 尾 フ レ ー ム を 、

中 央 部 が 幅 の 狭 い 垂 直 部 で あ り 、 喫 水 線 の 下 部 に お い て 前 記 垂 直 部 か ら 左 右 に 水 平 に 張 り

出 し た 浮 力 部 を も つ 形 状 に し た

こ と を 特 徴 と す る ポ ッ ド 推 進 船 の 船 尾 構 造 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 浮 力 部 が 、 船 尾 垂 線 部 か ら 船 体 中 央 側 に 向 か う に つ れ て 船 底 に 近 づ く よ う に 傾 斜 す

る と 共 に 、 船 側 外 板 に 向 っ て 上 向 く よ う 傾 斜 し て い る

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ポ ッ ド 推 進 船 の 船 尾 構 造 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 ポ ッ ド 推 進 船 の 船 尾 構 造 に 関 す る 。 ポ ッ ド 推 進 船 と は 、 船 の 推 進 装 置 と し て

、 従 来 の ス ク リ ュ ー に 代 え 、 ポ ッ ド 推 進 装 置 を 船 尾 に 備 え た 船 舶 を い う 。 ポ ッ ド 推 進 装 置

Ｐ と は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 魚 雷 形 の ポ ッ ド １ １ の 内 部 に 電 動 モ ー タ １ ２ を 入 れ 、 ポ ッ ド

１ １ の 先 端 に モ ー タ 駆 動 の プ ロ ペ ラ １ ３ を 備 え て お り 、 電 動 モ ー タ １ ２ に は 、 船 尾 内 の 発

電 機 １ ６ よ り 電 力 が 供 給 さ れ る よ う に な っ て お り 、 こ の プ ロ ペ ラ １ ３ に よ っ て 推 進 力 を 発

揮 す る も の で あ る 。 ま た 、 ポ ッ ド １ １ の 上 面 に は 翼 形 の ス ト ラ ッ ト １ ４ が 接 続 さ れ 、 こ の

ス ト ラ ッ ト １ ４ は 船 尾 突 出 部 １ ７ 内 に 備 え た 旋 回 台 １ ５ で 旋 回 さ れ 、 こ の 結 果 、 ポ ッ ド １

１ も 旋 回 す る こ と で 船 を 変 針 さ せ る よ う に な っ て い る 。 こ の 構 造 は 、 近 年 新 し く 用 い ら れ

る よ う に な っ た 船 の 推 進 装 置 で あ り 、 本 発 明 は 、 こ の よ う な ポ ッ ド 推 進 船 の 船 尾 構 造 の 改

良 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 ポ ッ ド 推 進 船 は 、 近 年 採 用 さ れ は じ め た 新 規 な 構 造 で あ る た め 、 そ の 船 尾 構 造 も 公 知 文

献 で 明 示 さ れ た も の は 見 当 ら な い 。

　 と こ ろ で 、 従 来 の 推 進 装 置 を も つ 船 と ポ ッ ド 推 進 船 を 比 べ る と 、 浮 力 分 布 は 図 ４ の よ う

に 示 す こ と が で き る 。 同 図 に お い て 、 A.P.は 後 部 垂 線 、 F.P.は 前 部 垂 線 、 Lppは 垂 線 間 長

で あ る 。

　 点 線 で 示 す 従 来 船 100は 、 船 尾 の プ ロ ペ ラ 101を 回 転 さ せ る エ ン ジ ン 102が 船 尾 よ り は 前

方 に あ る が 、 エ ン ジ ン 等 の 重 量 部 分 は 、 A.P.か ら １ ０ ％ Lpp離 れ 、 ５ ％ Lppの 長 さ の 範 囲 に

集 中 し て い る 。 こ れ に 対 し 、 実 線 で 示 す ポ ッ ド 推 進 船 Ｓ は ポ ッ ド 推 進 装 置 Ｐ の 旋 回 台 １ ５

や 発 電 機 １ ６ な ど の 重 量 物 は 船 尾 突 出 部 １ ７ 内 お よ び 船 尾 端 か ら ２ ０ ％ Lpp内 に 分 配 し て

配 置 さ れ て い る 。 こ の た め 、 従 来 船 の 浮 力 分 布 100ｃ ｐ に 比 べ ポ ッ ド 推 進 船 の 浮 力 分 布 Ｓ

ｃ ｐ は 船 尾 寄 り に し な い と 、 船 体 を 水 平 に 保 つ こ と が で き な い 。

　 こ の よ う な こ と か ら 、 ポ ッ ド 推 進 船 Ｓ で は 、 船 尾 側 に 浮 力 を 持 た せ る た め 、 図 ５ に 示 す

よ う に 、 船 尾 フ レ ー ム を 極 端 に 肥 大 さ せ て い る 。 す な わ ち 、 図 ５ の フ レ ー ム ラ イ ン ｆ ａ は

、 船 尾 垂 線 部 、 す な わ ち 図 ４ 中 の ポ ッ ド 推 進 船 Ｓ に お け る ａ 線 矢 視 の フ レ ー ム ラ イ ン で あ

り 、 同 じ く フ レ ー ム ラ イ ン ｆ ｂ は 同 ポ ッ ド 推 進 船 Ｓ の 船 体 中 央 部 に お け る ｂ － ｂ 線 矢 視 の

フ レ ー ム ラ イ ン で あ る 。

　 こ の 図 ５ か ら 明 ら か な よ う に 、 船 尾 垂 線 部 に お け る フ レ ー ム ラ イ ン ｆ ａ は 、 船 底 部 で も

幅 方 向 に 大 き く 、 上 方 に い く に つ れ 緩 や か に 外 側 に 傾 斜 し て 船 側 に 至 っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 し か る に 、 上 記 の ご と く 、 船 尾 フ レ ー ム が 極 端 に 肥 大 し て い る 場 合 は 、 船 体 外 板 に 沿 っ

て 、 前 方 か ら ポ ッ ド 推 進 装 置 Ｐ に 向 か っ て 流 れ て く る 海 水 に 剥 離 が 発 生 す る の で 、 推 進 抵

抗 が 増 大 し 、 ま た 針 路 不 安 定 に な る と い う 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 表 ２ ０ ０ ０ － ５ １ １ ４ ８ ８

【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み 、 ポ ッ ド 推 進 船 に お い て 、 船 尾 で の 水 流 の 剥 離 を 無 く し 、 推 進

抵 抗 を 少 な く し た 船 尾 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 第 １ 発 明 の ポ ッ ド 推 進 船 の 船 尾 構 造 は 、 ポ ッ ド 推 進 船 に お い て 、 ポ ッ ド 推 進 装 置 の 前 方

に お け る 船 尾 垂 線 部 の 船 尾 フ レ ー ム を 、 中 央 部 が 幅 の 狭 い 垂 直 部 で あ り 、 喫 水 線 の 下 部 に

お い て 前 記 垂 直 部 か ら 左 右 に 水 平 に 張 り 出 し た 浮 力 部 を も つ 形 状 に し た こ と を 特 徴 と す る

。

　 第 ２ 発 明 の ポ ッ ド 推 進 船 の 船 尾 構 造 は 、 第 １ 発 明 に お い て 、 前 記 浮 力 部 が 、 船 尾 垂 線 部

か ら 船 体 中 央 側 に 向 か う に つ れ て 船 底 に 近 づ く よ う に 傾 斜 す る と 共 に 、 船 側 外 板 に 向 っ て

上 向 く よ う 傾 斜 し て い る こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 第 １ 発 明 に よ れ ば 、 喫 水 線 よ り 下 側 に 、 ほ ぼ 水 平 な 浮 力 部 を 持 た せ る こ と で 、 ポ ッ ド 推

進 装 置 関 連 の 重 量 物 を 支 え る 浮 力 を 確 保 し つ つ 、 プ ロ ペ ラ 前 方 に 位 置 す る 垂 直 部 を 細 く し

た こ と に よ り 、 船 尾 で の 水 流 の 変 化 を 少 な く し て 剥 離 の 発 生 を 無 く し た 。 こ の 結 果 、 推 進

抵 抗 を 小 さ く し 針 路 も 安 定 さ せ る こ と が で き る 。

　 第 ２ 発 明 に よ れ ば 、 浮 力 部 が 船 体 中 央 に 向 っ て 傾 斜 し て 徐 々 に 低 く な る 形 状 で あ る の で

、 水 流 の 変 化 が 生 じ に く く 、 水 流 の 剥 離 を さ ら に 生 じ に く く し て 、 抵 抗 を 小 さ く 、 針 路 安

定 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 つ ぎ に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。

　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 船 尾 構 造 を 示 す 背 面 図 で あ り 、 図 ２ は 同 船 尾 構 造 の 側

面 図 で あ る 。 図 ２ の Ｉ － Ｉ 線 は 船 尾 垂 線 に 沿 っ て お り 、 ４ は 船 尾 材 を 示 し て い る 。 図 １ は

図 ２ の Ｉ － Ｉ 線 矢 視 図 で も あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 図 １ お よ び 図 ２ に お い て 、 ｄ は 満 載 時 の 喫 水 線 を 示 し て い る 。 Ｐ は ポ ッ ド 推 進 装 置 で 船

尾 突 出 部 １ ７ の 下 方 で あ り 、 船 尾 材 ４ の 後 方 に 位 置 し て い る 。 こ の ポ ッ ド 推 進 船 に お い て

、 ポ ッ ド 推 進 装 置 Ｐ の 前 方 に お け る 船 尾 垂 線 部 の 船 尾 フ レ ー ム は 、 中 央 部 が 幅 の 狭 い 垂 直

部 １ で あ り 、 こ の 垂 直 部 １ か ら 左 右 に 水 平 に 張 り 出 し た 浮 力 部 ２ を も つ 形 状 と な っ て い る

。 ま た 、 こ の 浮 力 部 ２ は 喫 水 線 ｄ よ り 下 側 に 位 置 し て い る 。

　 前 記 浮 力 部 ２ は 、 船 尾 か ら 船 体 中 央 側 に 向 か う に つ れ て 船 底 に 近 づ く よ う に 傾 斜 す る と

共 に 、 船 側 外 板 ５ に 向 っ て 上 向 く よ う に 傾 斜 し て い る 。 図 １ 中 の 符 号 ２ ａ ， ２ ｂ は 図 ２ 中

の Ｉ ａ 線 ， Ｉ ｂ 線 に 沿 う フ レ ー ム ラ イ ン を 示 し て い る 。 こ れ ら の フ レ ー ム ラ イ ン ２ ａ ， ２

ｂ に 示 す よ う に 、 浮 力 部 ２ の 水 平 部 分 は 船 尾 に 近 い ほ ど 多 く な っ て い る 。 船 体 中 央 に 近 寄

り 船 底 に 近 づ く ほ ど 水 平 部 分 は 少 な く な る が 、 そ の 代 わ り 船 底 ３ や 船 側 外 板 ５ と の 接 続 が

滑 ら か に な る の で 、 水 流 の 剥 離 は 生 じ な い で 、 水 流 を 船 尾 ま で 案 内 で き る 。

　 浮 力 部 ２ に お い て 、 水 平 部 分 が 多 い ほ ど 、 船 尾 側 浮 力 が 大 き く な る が 、 余 り 多 く す る と

船 側 外 板 ５ や 船 底 ３ と の 接 続 部 分 で 滑 ら か さ に 欠 け る よ う に な る の で 、 浮 力 と 滑 ら か な 接

続 を バ ラ ン ス と れ る よ う に 、 フ レ ー ム ラ イ ン の 形 状 を 決 め れ ば よ い 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 実 施 形 態 の 船 尾 構 造 で は 、 浮 力 部 ２ が 喫 水 線 ｄ よ り 下 側 に あ る こ と で 、 ポ ッ ド 推 進 装

置 関 連 の 重 量 物 を 支 え る 浮 力 を 確 保 で き る 。 そ し て 、 プ ロ ペ ラ 前 方 に 位 置 す る 垂 直 部 １ は

細 く な っ て い る こ と に よ り 、 船 尾 で の 水 流 の 変 化 が 少 な く な り 、 剥 離 の 発 生 が 無 く な っ て

い る 。 こ の た め 、 推 進 抵 抗 を 小 さ く し 進 路 も 安 定 さ せ る こ と が で き る 。

　 ま た 、 浮 力 部 ２ は 船 体 の 船 尾 側 か ら 中 央 側 に 向 か っ て 見 る と 、 傾 斜 し て 徐 々 に 低 く な っ

て い く の で 、 船 の 前 進 時 に お け る 水 流 の 変 化 が 生 じ に く く 、 水 流 の 剥 離 を さ ら に 生 じ に く
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く し て 、 抵 抗 を 小 さ く 、 針 路 安 定 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ １ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 船 尾 構 造 を 示 す 図 ２ の Ｉ － Ｉ 線 矢 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 同 船 尾 構 造 の 側 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 ポ ッ ド 推 進 装 置 の 概 略 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 従 来 船 100と 本 発 明 に 係 る ポ ッ ド 推 進 船 Ｓ に お け る 浮 力 分 布 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 従 来 の ポ ッ ド 推 進 船 の 船 尾 構 造 を 示 す 背 面 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 　 １ 　 　 垂 直 部

　 　 ２ 　 　 浮 力 部

　 　 Ｐ 　 　 ポ ッ ド 推 進 装 置
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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